	31
（月）
	一度 (いちど)だけの福音 (ふくいん)の機会 (きかい)

	
	Ⅱコリ6章1～10節　神 (かみ)は言 (い)われます。「恵 (めぐ)みの時 (とき)に、わたしはあなたに答 (こた)え、救 (すく)いの日 (ひ)に、あなたを助 (たす)ける。」見 (み)よ、今 (いま)は恵 (めぐ)みの時 (とき)、今 (いま)は救 (すく)いの日 (ひ)です。(2)

	
	今日 (きょう)、今 (いま)、この時間 (じかん)が、一度 (いちど)だけの福音 (ふくいん)の機会 (きかい)です。Remnantはこの機会 (きかい)を逃 (のが)すことなく、三 (みっ)つのことを持 (も)ちましょう。その三 (みっ)つは何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、私 (わたし)の機会 (きかい)を持 (も)ちましょう。カルバリの丘 (おか)で神様 (かみさま)と離 (はな)れた罪 (つみ)と死 (し)、地獄 (じごく)の権威 (けんい)を終 (お)わらせたキリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)ります。オリーブ山 (やま)で語 (かた)られた神 (かみ)の国 (くに)と聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの契約 (けいやく)を握 (にぎ)ります。この契約 (けいやく)を味 (あじ)わい始 (はじ)めれば、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の答 (こた)えがそのまま来 (き)ます。２つ目 (め)、教会 (きょうかい)の機会 (きかい)を持 (も)ちましょう。教会 (きょうかい)には237か国 (こく)の人 (ひと)がだれでも来 (き)て、癒 (い)やされて、サミットになることができる三 (みっ)つの庭 (にわ)が必要 (ひつよう)です。また、金土日 (きんどにち)時代 (じだい)を開 (ひら)いてRemnantが癒 (い)やされて、タラントを見 (み)つけて、みことばの流 (なが)れに集中 (しゅうちゅう)することができるようにします。３つ目 (め)、出会 (であ)いの機会 (きかい)を持 (も)ちましょう。神様 (かみさま)はRemnantに出会 (であ)いの祝福 (しゅくふく)を与 (あた)えてくださいました。使徒 (しと)8章 (しょう)のエチオピアの宦官 (かんがん)、10章 (しょう)のコルネリウス、11章 (しょう)のステパノの迫害 (はくがい)により集 (あつ)まった散 (ち)らされた者 (もの)たち、13章 (しょう)に完 (かん)ぺきな聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きによる出会 (であ)い、ローマ16章 (しょう)ローマ福音化 (ふくいんか)の主役 (しゅやく)たちのようにです。

契約 (けいやく)の中 (なか)に入 (はい)った人 (ひと)は100年 (ねん)、1000年 (ねん)の答 (こた)えを越 (こ)えて、永遠 (えいえん)の答 (こた)えを受 (う)けました。Remnantは今日 (きょう)、今 (いま)、契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)りましょう。


	
	神様 (かみさま)、一度 (いちど)だけの福音 (ふくいん)の機会 (きかい)を逃 (のが)すことがありませんように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.07.28.2部



	4/1
（火）
	約束 (やくそく)を持 (も)つ者 (もの)

	
	Ⅱコリ7章1～9節　愛 (あい)する者 (もの)たち。このような約束 (やくそく)を与 (あた)えられているのですから、肉 (にく)と霊 (れい)の一切 (いっさい)の汚 (けが)れから自分 (じぶん)をきよめ、神 (かみ)を恐 (おそ)れつつ聖 (きよ)さを全 (まっと)うしようではありませんか。(1)

	
	Remnantがすることがあります。イスラエルは私中心 (わたしちゅうしん)です。強大国 (きょうだいこく)は、いつも戦争 (せんそう)と侵略 (しんりゃく)だけしています。弱小国 (じゃくしょうこく)は持 (も)っているものを奪 (うば)われています。この人々 (ひとびと)の器 (うつわ)を変 (か)えるのです。それとともに、神様 (かみさま)の慰 (なぐさ)めの約束 (やくそく)を持 (も)って行 (い)くのです。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)がくださったやぐらを私 (わたし)の慰 (なぐさ)めにしましょう。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が今 (いま)も私 (わたし)たちに働 (はたら)いておられます。御座 (みざ)の力 (ちから)と、過去 (かこ)、今日 (きょう)、未来 (みらい)を解決 (かいけつ)する答 (こた)えを私 (わたし)たちにくださいました。５つの力 (ちから)と空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)に勝 (か)つことができる力 (ちから)もくださいました。今 (いま)から未来 (みらい)を見 (み)るCVDIPと三 (みっ)つの庭 (にわ)の契約 (けいやく)を持 (も)って祈 (いの)り始 (はじ)めましょう。２つ目 (め)、神様 (かみさま)がくださった旅程 (りょてい)を行 (い)きましょう。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が働 (はたら)かれる、その道 (みち)を行 (い)きます。10の土台 (どだい)、10の奥義 (おくぎ)、５つの確信 (かくしん)、９つの流 (なが)れ、一生 (いっしょう)の答 (こた)え62を持 (も)って、御座 (みざ)のキャンプをするようになります。３つ目 (め)、神様 (かみさま)がくださった道 (みち)しるべによって慰 (なぐさ)めを受 (う)けます。どこに行 (い)っても、聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを受 (う)ければ、カルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)、アンティオキア、アジア、マケドニア、ローマの道 (みち)しるべが建 (た)てられるのを見 (み)ます。

Remnantは、たましいとからだ、現場 (げんば)を生 (い)かす祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。その中 (なか)で、神様 (かみさま)のまことの慰 (なぐさ)めを受 (う)けて、現場 (げんば)に伝 (つた)えましょう。

*やぐら：見張 (みは)りをするためにたてた高 (たか)い塔 (とう)を意味 (いみ)します。
*旅程 (りょてい)：旅行 (りょこう)の過程 (かてい)や日程 (にってい)を意味 (いみ)します。
*道 (みち)しるべ：ある所 (ところ)までの距離 (きょり)、および方向 (ほうこう)を教 (おし)えるしるしを意味 (いみ)します。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)の慰 (なぐさ)めの約束 (やくそく)を持 (も)って、私 (わたし)と現場 (げんば)を生 (い)かすRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.08.04.1部



	２
（水）
	二種類 (にしゅるい)の悲 (かな)しみ

	
	Ⅱコリ7章10～16節　神 (かみ)のみこころに添 (そ)った悲 (かな)しみは、後悔 (こうかい)のない、救 (すく)いに至 (いた)る悔 (く)い改 (あらた)めを生 (しょう)じさせますが、世 (よ)の悲 (かな)しみは死 (し)をもたらします。(10)

	
	悲 (かな)しみには二 (ふた)つの種類 (しゅるい)があります。ほとんどの人 (ひと)は、目 (め)に見 (み)える肉的 (にくてき)なことのために悲 (かな)しみます。このような世 (よ)の悲 (かな)しみは滅 (ほろ)びる悲 (かな)しみです。しかし、神様 (かみさま)のみこころに添 (そ)った悲 (かな)しみは救 (すく)いに至 (いた)るようになります。パウロが何 (なに)を悲 (かな)しんだのか見 (み)てみましょう。

１つ目 (め)、ユダヤ人 (じん)伝道 (でんどう)について悲 (かな)しみました。ユダヤ人 (じん)は救 (すく)いより律法 (りっぽう)、割礼 (かつれい)をさらに重要視 (じゅうようし)して、＊派閥 (はばつ)争 (あらそ)いまでしていました。パウロは、ユダヤ人 (じん)が救 (すく)われることができるならば、私自身 (わたしじしん)がキリストから引 (ひ)き離 (はな)されて、のろわれた者 (もの)となっても良 (よ)いとさえ思 (おも)っていると言 (い)いました。２つ目 (め)、マケドニア伝道 (でんどう)についてです。マケドニアは偶像 (ぐうぞう)神殿 (しんでん)を作 (つく)って暗闇 (くらやみ)文化 (ぶんか)を作 (つく)り出 (だ)す所 (ところ)でした。救 (すく)いとは遠 (とお)く離 (はな)れたギリシア文化 (ぶんか)が入 (はい)ってきていて、強大国 (きょうだいこく)ローマの影響 (えいきょう)を受 (う)けている所 (ところ)でした。パウロはマケドニア福音化 (ふくいんか)のために悲 (かな)しみました。３つ目 (め)、ローマ伝道 (でんどう)についてです。西暦 (せいれき)70年 (ねん)にローマはイスラエルを滅 (ほろ)ぼしました。79年 (ねん)には、ポンペイにわざわいが臨 (のぞ)みました。そして、313年 (ねん)まで、多 (おお)くのクリスチャンを殺 (ころ)して迫害 (はくがい)しました。後 (のち)には、キリスト教 (きょう)をローマの宗教 (しゅうきょう)として認 (みと)めましたが、その後 (のち)にも、多 (おお)くの問題 (もんだい)が来 (き)ました。パウロは、このようなローマ福音化 (ふくいんか)のために悲 (かな)しみました。

Remnantは、神様 (かみさま)のみこころに添 (そ)った悲 (かな)しみをしましょう。それは福音 (ふくいん)を伝 (つた)えるための悲 (かな)しみ、次世代 (じせだい)に向 (む)けた悲 (かな)しみです。世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かすための祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。

*派閥 (はばつ)：個人 (こじん)の利益 (りえき)によって、似 (に)ていることを持 (も)っている人 (ひと)が結 (むす)びついて作 (つく)ったグループのこと

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)のみこころに添 (そ)った悲 (かな)しみ、福音 (ふくいん)を伝 (つた)える悲 (かな)しみ、次世代 (じせだい)に向 (む)けた悲 (かな)しみを持 (も)つことができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
2024.08.04.2部



	３
（木）
	御座 (みざ)の絶対 (ぜったい)やぐら

	
	使16章6～10節　それから彼 (かれ)らは、アジアでみことばを語 (かた)ることを聖霊 (せいれい)によって禁 (きん)じられたので、フリュギア・ガラテヤの地方 (ちほう)を通 (とお)って行 (い)った。こうしてミシアの近 (ちか)くまで来 (き)たとき、ビティニアに進 (すす)もうとしたが、イエスの御霊 (みたま)がそれを許 (ゆる)されなかった。(6～7)

	
	Remnantは御座 (みざ)の絶対 (ぜったい)やぐらを持 (も)って行 (い)きましょう。やぐらは神様 (かみさま)が私 (わたし)とともにおられるということと、最 (もっと)も平安 (へいあん)を味 (あじ)わう24祈 (いの)りです。すると25と永遠 (えいえん)の答 (こた)えがしたがってきます。Remnantはイエス様 (さま)が説明 (せつめい)されたやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを持 (も)って三 (みっ)つのことをすれば良 (よ)いのです。

１つ目 (め)、味 (あじ)わうことです。Remnant７人 (にん)と、彼 (かれ)らを助 (たす)けた親 (おや)、世界 (せかい)を動 (うご)かしたパウロは、イエス様 (さま)がくださった契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)りで味 (あじ)わいました。Remnantも契約 (けいやく)を祈 (いの)りで味 (あじ)わって、すべてを祈 (いの)りに変 (か)えましょう。２つ目 (め)、待 (ま)つことです。すべての所 (ところ)にイエス様 (さま)が約束 (やくそく)された御座 (みざ)の力 (ちから)が臨 (のぞ)むように待 (ま)ちましょう。すると、現場 (げんば)にいる未信者 (みしんじゃ)がRemnantとともにおられる神様 (かみさま)を見 (み)るようになります。３つ目 (め)、挑戦 (ちょうせん)です。いよいよ神様 (かみさま)の作品 (さくひん)が出 (で)てきます。Remnantが神様 (かみさま)がくださる答 (こた)えを受 (う)けて伝 (つた)えるようになります。すると、世界 (せかい)と教会 (きょうかい)が生 (い)かされます。

Remnantは朝 (あさ)に目 (め)を覚 (さ)ましたら、祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。仕事 (しごと)を始 (はじ)めたり、人 (ひと)に会 (あ)い始 (はじ)めるときからは、昼 (ひる)です。昼 (ひる)には味 (あじ)わって、待 (ま)って、挑戦 (ちょうせん)する祈 (いの)りをしましょう。夜 (よる)にはみことば成就 (じょうじゅ)と祈 (いの)りの答 (こた)え、救 (すく)いの働 (はたら)きを確認 (かくにん)しましょう。朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)に祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。

	
	神様 (かみさま)、祈 (いの)りで崩 (くず)れない御座 (みざ)の絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.04.02.ヨーロッパ伝道集会1講



	４
（金）
	ヨーロッパの時刻表 (じこくひょう)-動 (うご)く御座 (みざ)の絶対 (ぜったい)やぐら

	
	使16章6～10節　パウロがこの幻 (まぼろし)を見 (み)たとき、私 (わたし)たちはただちにマケドニアに渡 (わた)ることにした。彼 (かれ)らに福音 (ふくいん)を宣 (の)べ伝 (つた)えるために、神 (かみ)が私 (わたし)たちを召 (め)しておられるのだと確信 (かくしん)したからである。(10)

	
	Remnantは朝 (あさ)に、ほかの人 (ひと)より少 (すこ)し早 (はや)く起 (お)きて準備 (じゅんび)をしましょう。イエス様 (さま)がくださったやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、少 (すこ)しだけ祈 (いの)るのです。すると神様 (かみさま)の働 (はたら)きを見 (み)るようになります。人 (ひと)に会 (あ)ったり、勉強 (べんきょう)を始 (はじ)める時 (とき)が昼 (ひる)です。そのとき、パウロは三 (みっ)つのことをしました。

１つ目 (め)、癒 (い)やしの絶対 (ぜったい)やぐらを作 (つく)りました。パウロは医者 (いしゃ)が癒 (い)やすことができない病人 (びょうにん)を癒 (い)やしました。悪霊 (あくれい)につかれた人 (ひと)や不治 (ふち)の病 (やまい)の人 (ひと)を治 (なお)しました。(使 (し)13:5～12、16:16～18、19:8～20)２つ目 (め)、Remnantの絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てました。パウロはRemnantがいる会堂 (かいどう)に入 (はい)りました。そこで、なぜキリストが必要 (ひつよう)なのか、なぜ祈 (いの)るのか、まことの答 (こた)えは何 (なに)なのかを説明 (せつめい)しました。(使 (し)17:1、18:4、19:8)３つ目 (め)、未来 (みらい)の絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てました。神様 (かみさま)が世々 (よよ)にわたって隠 (かく)されたことと、とこしえまであることをくださいました。それを今 (いま)、見 (み)るのです。(ロマ16:25～27)

Remnantは夜 (よる)に深 (ふか)い時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。先 (さき)にサミットタイムを通 (とお)して霊的 (れいてき)サミットになりましょう。また、サミットの姿勢 (しせい)を備 (そな)えて、サミットの器 (うつわ)を準備 (じゅんび)しましょう。そのとき、上 (うえ)から与 (あた)えられる目 (め)に見 (み)えない力 (ちから)が与 (あた)えられます。


	
	神様 (かみさま)、朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)の祈 (いの)りの中 (なか)で癒 (い)やし、Remnant、未来 (みらい)の絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.04.03.ヨーロッパ伝道集会2講



	５
（土）
	Remnantの時刻表 (じこくひょう)-あらかじめ見 (み)たこと(準備 (じゅんび))

	
	使19章8～20節　パウロは会堂 (かいどう)に入 (はい)って、三 (さん)か月 (げつ)の間大胆 (あいだだいたん)に語 (かた)り、神 (かみ)の国 (くに)について論 (ろん)じて、人々 (ひとびと)を説得 (せっとく)しようと努 (つと)めた。(8)

	
	Remnantの時刻表 (じこくひょう)は、あらかじめ見 (み)ることが基準 (きじゅん)です。あらかじめ見 (み)るようになれば、そのときから準備 (じゅんび)することができます。そのために、三 (みっ)つの祈 (いの)りを続 (つづ)けましょう。

１つ目 (め)、朝 (あさ)の時間 (じかん)の祈 (いの)りです。私 (わたし)の霊 (れい)を生 (い)かす霊的 (れいてき)サミットの祈 (いの)りをしましょう。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が私 (わたし)のやぐらになって、私 (わたし)の人生 (じんせい)と世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)を導 (みちび)いてくださいます。この事実 (じじつ)が私 (わたし)に刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)になるように祈 (いの)るのです。神様 (かみさま)がくださった契約 (けいやく)を黙想 (もくそう)して祈 (いの)る黙想 (もくそう)運動 (うんどう)が起 (お)きるでしょう。２つ目 (め)、昼 (ひる)の時間 (じかん)の祈 (いの)りです。すべてを祈 (いの)りに変 (か)える技能 (ぎのう)サミットの祈 (いの)りをしましょう。そのときから、神様 (かみさま)がくださったタラントが見 (み)え始 (はじ)めます。どこに行 (い)っても、神様 (かみさま)が私 (わたし)に与 (あた)えてくださる、ただ、唯一性 (ゆいいつせい)、再創造 (さいそうぞう)を見 (み)つけるシステムができます。また、神様 (かみさま)が私 (わたし)と、私 (わたし)たちと、すべてのこととともにおられる、ウィズ、インマヌエル、ワンネスが私 (わたし)のシステムになります。３つ目 (め)、夜 (よる)の時間 (じかん)の祈 (いの)りです。私 (わたし)の現場 (げんば)と環境 (かんきょう)を生 (い)かす文化 (ぶんか)サミットの祈 (いの)りをしましょう。みことばが成就 (じょうじゅ)する10の土台 (どだい)と現場 (げんば)を生 (い)かす10の奥義 (おくぎ)、流 (なが)れを変 (か)える９つを祈 (いの)りの中 (なか)で見 (み)つけるのです。

Remnantは朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)に５分 (ふん)以上 (いじょう)、祈 (いの)ってみましょう。世界 (せかい)を征服 (せいふく)することが起 (お)こるのを見 (み)るでしょう。

	
	神様 (かみさま)、朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)の祈 (いの)り時間 (じかん)を続 (つづ)けて、あらかじめ見 (み)て、準備 (じゅんび)することができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.04.03.ヨーロッパレムナント大会1講



